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金
融
政
策
の
性
格

k
重
要
性

金
融
政
策
は
資
本
主
義
経
済
主
た
は
自
由
主
義
経
済
を
基
盤
と
し
て
生
成
発
展
し
た
も
白
で
あ
る
。
周
知
の
上
う
に
、
資
本
字
義
体

制
に
お
い
て
は
、
経
済
活
動
は
原
則
と
し
で
個
人
の
向
由
意
志
に
委
ね
ら
れ
、
国
家
が
こ
れ
に
干
渉
束
縛
を
加
え
る
己
と
は
差
控
え
ら

れ
て
い
る
。
従
っ
て
企
業
は
利
潤
追
求
の
動
機
に
基
づ
い
て
、
い
か
在
る
も
の
台
、
幾
何
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
も
っ
一
て
生
産
し
、
販

売
す
る
か
を
決
定
す
お
こ
と
が
出
来
、
家
計
は
も
つ
ば
ら
則
貨
の
効
用
ま
た
は
便
宜
を
中
心
と
し
て
、
所
得
を
考
慮
し
な
が

b
、
い
か

た
る
も
の
を
、
い
く
ら
消
費
す
る
か
を
選
釈
す
る
ζ

と
が
許
古
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

L
か
し
と
の
よ
う
た
資
本
主
義
経
済
は
均
衡
水

準
に
治
っ
て
着
実
に
成
長
し
続
け
て
い
る
白
で
は
な
く
、
そ
の
成
長
は
常
に
極
め
て
激
し
い
循
喋
的
変
動
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

循
環
的
成
長
己
モ
、
資
本
主
義
経
済
の
特
徴
と
さ
え
い
え
る
。
ジ
ュ
ム
ベ
ー
タ

l
c・
〉
・
印
n
F
ロ日目

uozる
の
よ
う
に
、
迅
速
た
成
長

は
必
然
的
に
激
し
い
変
動
を
伴
う
も
の
と
見
て
、
後
者
は
前
者
の
た
め
に
払
わ
れ
た
く
て
は
な
ら
ぬ
犠
牲
で
あ
る
と
解
し
、
激
し
い
変

動
の
抑
制
ま
た
は
緩
和
の
必
要
を
認
め
な
い
論
者
も
あ
る
が
、
多
〈
の
論
者
は
激
し
い
変
動
を
出
来
る
だ
け
抑
え
て
、
安
定
的
成
長
の

実
現
を
図
る
己
と
が
、
む
し
ろ
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
上
う
で
あ
る
。
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融
政
策
の
効
果

第
八
十
二
巻

第
四
号



金
融
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し
か
し
激
し
い
循
環
的
変
動
を
抑
制
緩
和
す
る
と
い
り
て
も
、
資
本
主
義
経
済
の
基
本
法
則
を
変
え
な
い
限
り
、
個
々
白
経
済
活
動

を
中
央
計
画
機
関
に
よ
っ
て
直
接
統
制
す
る
方
法
が
採
b
れ
え
な
い
こ
と
は
自
明
白
理
で
あ
る
。
従
っ
て
直
接
統
制
に
訴
え
る
こ
と
た

く
し
て
、
し
か
も
所
期
の
日
的
を
迷
し
よ
う
と
す
る
た

b
ば
、
貨
幣
信
用
ま
た
は
金
融

ω側
聞
か

b
の
間
接
統
制
に
よ
る
ほ
か
に
途
は

な
い
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
間
接
的
茅
法
た
る
金
融
政
策
は
量
的
統
制
を
根
本
的
た
特
徴
と
し
て
、
資
本
主
義
経
済
心
安
定
的
発
展

を
忠
実
に
見
守
る
唯
一
の

H
監
督
者
u
で
あ
り
、
自
由
主
義
的
経
済
政
鋭
の
最
高
位
に
あ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
、
特
に
一
九
一
一

0
年
代

に
b
い
て
は
、
毛
の
効
呆
K
絶
大
の
信
頼
が
よ
せ

b
れ
、
企
業
も
家
計
も
安
ん
じ
て
モ
の
統
制
に
服
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
金
融
政
策
の
目
的
は
、
資
本
主
義
経
済
そ
の
も
の
の
成
長
と
こ
れ
に
伴
う
経
済
理
論
の
発
展
に
従
っ
て
鋭
化
し
、
応
急

的
・
治
療
的
・
消
極
的
な
目
的
か
ら
、
次
第
に
恒
久
的
・
予
防
的
・
積
極
的
な
目
的
へ
と
進
展
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

か
つ
て
詳
し
く
論
じ
た
か

b
、
己
こ
に
は
繰
返
さ
た
い
。
現
在
、
金
融
政
策
の
目
的
と
し
て
挙
げ
b
れ
る
白
は
、

(
一
)
景
気
安
定
、

つ
一
)
完
全
雇
用
、

。
二
)
経
済
成
長
の
三
つ
で
あ
る
。
景
気
安
定
目
的
は
既
に
一
九
二

0
年
代
に

b
w
τ
確
認
せ
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
完
全
一
一
医
用
目
的
が
要
諾
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
ケ
イ
ン
ズ

G

Z
・
問
。
ヨ

12)
が
経
済
白
均
衡
は
過
少
一
雇
用
の
も
と

に
h
d

い
て
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
単
た
る
景
気
安
定
よ
り
も
進
ん
で
完
全
一
屍
用
主
政
策
目
的
と
し
て
採
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
た
こ

と
に
上
る
の
で
あ
る
。
さ

b
に
最
近
、
ホ
イ
y
T
ル
セ
イ

(n・
同
-
司
E
5
2
0吋
)
は
経
済
成
長
を
最
善
白
目
的
と
し
て
選
び
出
す
べ
き

で
あ
る
と
刀
説
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
目
的
が
簡
単
に
調
和
し
う
る
と
は
認
め
難
い
。

互
い
に
相
容
れ
ぬ
目
的

(
n
E
E
2
5四

。
g
o旦
ω

)

在
ど
と
い
わ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
景
気
安
定
と
完
全
雇
用
は
、
両
者
が
と
も
に
短
期
目
的
で
あ
る
と
い
う
点
に
お

ハ
ン
セ

γ
(
〉
回
出
回
目
。
ロ
)
が
ギ
振
す
る
エ
う
に
、
両
者
が
秤
易
に
調
和
し
う
る
と
は
考
え
ら
れ

た
い
。
そ
の
理
由
は
他
白
機
会
に
詐
し
く
迎
べ
た
か
ら
、
こ
こ
に
は
省
略
寸
る
と
と
に
す
る
。
経
済
成
長
は
胡
か

K
長
期
目
的
で
あ
り
、

い
て
共
通
性
を
も
っ

τい
る
が
、



短
期
目
的
た
る
景
気
安
定
や
完
全
雇
用
と
性
質
を
具
に
す
る
己
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
景
気
安
定
と
経
済
成
長
と
の
調
和

は
、
少
く
と
も
理
論
的
に
は
不
可
能
と
い
え
な
い
に
し

τも
、
完
全
雇
用
と
経
済
成
長
特
K
安
定
的
成
長
と
白
調
和
は
、
理
論
的
に
も

極
め
て
困
難
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
前
者
は
そ
の
時
々
の
生
産
能
力
の
最
大
利
用
を
目
指
す
の
に
反
し
、
後
者
は
生
産
能
力
そ
の
も

の
を
最
適
な
b
し
め
よ
う
と
意
図
す
る
か

b
で
あ
る
。

金
融
政
策
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
九
二

0
年
代
に
ゐ
い
て
は
最
も
重
要
な
経
済
政
策
と
し
て
、
そ
の
効
果
に
多
大
の
期
待
が
か

け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

一
九
三

0
年
代
の
世
界
的
不
況
の
際
に
ほ
と
ん
ど
効
果
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
で
、
モ
の
信
頼
を
全
く
失

う
に
至
っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
金
融
政
策
の
霊
安
性
が
再
認
識
吐
ら
れ
、
特
に
金
融
政
策
白
正
統
的
手
段
と
し
て
古

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
金
利
政
策
、
詳
言
す
れ
ば
、
中
央
銀
行
が
公
定
歩
合
(
短
期
利
率
)
を
上
卜
に
動
か
し
て
金
融
を
統
制
し
、
所

期
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
政
策
が
再
び
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
ロ
た
。
す
な
わ
ち
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
凶

0
年
代
か

b
五
0

年
代
に
か
け
て
、
多
く
の
西
欧
諸
問
が
イ
ン
フ
レ
の
阻
止
ま
た
は
下
ル
不
足
同
題
白
解
決
の
た
め
に
、
公
定
歩
合
を
引
上
げ
て
所
期
の

目
的
を
達
す
る
己
と
に
成
功
し
た
の
で
、
金
利
政
策
は
漸
く
そ
の
戸
価
を
取
戻
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
金
利
政
策
に
関

す
る
懐
疑
論
が
完
全
に
消
散
し
た
と
い
う
わ
付
で
は
な
い
の
で
あ
ヲ
て
、
現
在
に
お
い
て
も
な
お
信
用
抑
制
の
効
果
を
金
利
政
策
に
帰

し
な
い
で
、
選
別
融
資
、
賦
払
信
州
の
比
縮
、
貸
出
の
直
接
制
限
な
ど
に
よ
る
も
の
と
解
す
る
論
者
が
か
去
り
あ
b
の
で
あ
る
。

(3) (2) (1) 

拙
著
『
金
融
統
制
心
理
論
』
増
訂
版
、
昭
和
一
八
五
、
二
七

l
三
八
頁
。

拙
稿
「
景
気
上
井
期
に
お
け
る
金
融
政
策
」
、
『
金
融
学
会
報
告
』
下
、
昭
和
三
二
年
、
一
九
九

l
三
C
C
頁。

拙
稿
「
虫
気
安
定
と
完
全
雇
畑
」
、
『
バ
ン
キ
ン
グ
』
五

O
号
、
昭
和
二
七
年
五
月
、
二
一
五
三
七
頁
。

金
融
政
策
り
効
果
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li9 

最
近
に
お
け
る
金
融
政
策
を
め
ぐ
る
論
争

イ
ソ
グ
ラ
γ
ド
銀
行
で
は
一
九
五
一
年
一
一
月
、
過
去
二

0
年
間
二
%
に
据
え
置
か
れ
た
公
定
歩
合
ハ
一
九
三
九
年
第
二
次
世
界
大
戦

発
生
当
時
に
一
時
的
に
四
刊
に
引
上
げ
ら
れ
た
と
と
が
あ
る
)
を
二
・
五
%
に
引
上
げ
、
翌
五
二
年
四
月
比
四
%
に
引
上
げ
た
が
、
当
時
乙
の

措
置
を
H

令
融
政
策
の
草
命
的
変
化
H

ま
た
は
H
伝
統
的
金
融
政
策
へ
白
復
帰
μ

左
ど
と
称
し
、
そ
の
効
果
に
多
大
白
期
待
が
か
け
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
金
融
政
策
特
区
金
利
政
策
の
効
果
に
関
す
る
論
議
が
俄
然
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
去
っ
た
。
そ
由
中
で
ま
ず
最
も
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
、

一
九
五
二
年
K
二
回
に
亙
っ
て
行
わ
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
金
融

政
策
に
関
す
る
y
y
ぞ
ノ
ウ
ム
で
あ
る
c

最
初
の
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
(
戸
。
・
同
O
E
M
Sロ
)
と
ケ
ネ
デ
ィ
(
口
冨
同

B

ロO
晶
司
)
が
新
金
融
政
策
の
背
景
を
解
明
す
る
と
止
も
に
政
策
に
関
連
す
る
最
も
軍
要
た
問
題
点
主
摘
出
す
る
目
的
を
も
ヮ
て
、
前
者
ぽ

「
新
金
融
政
策
、
r一
信
用
統
制
の
問
題
「
(
点
出

Z
0
4
Z。

zEミ
町
。

r
a
g且門『
OHUHozo自
丘
町
吉
宗

Q
ロ
可
。
]
)
、
後
者
は
「
金

融
政
策
と
恐
慌
」
(
冨
目
立
問
司
司
O
】
広
司
自
己
吾

σ
O
E
ω
)
と
題
す
る
論
文
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
、

と
の
二
つ
の
論
女
を
中
心
と
し
て
、

ベ
イ
ジ
ヰ
〔
間
J

J

戸
町
mw
回
目
)
、
ヵ
l
y
(岡
戸
内
乱
百
)
、
ロ
パ

l
ト
ソ

γ
(巴
・
出
回
orozω
。
ロ
マ
ヒ
ッ
グ
ス
(
同
国
・
出
円
昨
ω)
、
円
ロ

l

3
・

FHD両
『
〉
、
ハ
ロ
ッ
ド
(
同
司
・
阿
佐
同

2
3
な
ど
が
討
論
に
参
加
し
、
ウ
ァ

l
ス
ウ
ィ
ツ
グ

(ρ

ロ
Z
4
4
0
目
当
局
宵
)
が
存
論
者

の
見
解
白
一
応
の
取
ま
と
め
を
試
み
て
い
る
が
、
討
論
参
加
者
白
取
上
げ
た
問
題
点
は
甚
だ
し
く
多
岐
に
亙
担
、
し
か
も
そ
の
主
張
に

著
し
い
相
違
が
認
め
ら
れ

A
o
第
二
回
の
ジ

γ
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
ル

l
ザ
(
悶

4

問。

OB)、
プ
ロ
入
ト
(
同
町
一
円
。
弘
)
、
毛
ル
ガ

γ
(岡田

4

Z
O吋
四
回
出
)
、
ロ
ピ
ン
ソ

y
Q
同
喜
一
5
0ロ
〉
、
ヰ
ザ
イ
ン
(
開

Z
2
5
)
が
新
た
に
討
論
に
参
加
し
た
ほ
か
、
ヒ
ッ
ク
ス
、
カ

l
ン
が
再



び
加
わ
り
、
最
後
に
ジ
ョ
ン
ソ

γ
が
前
後
二
回
に
亙
る
ジ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
hv
て
、
結
論
的
な
論
評
を
書
い
て
い
ゐ
。

と
こ
ろ
が
同
じ
同
頴
に
関
す
る
甚
だ
注
日
す
べ
き
論
争
は
再
び
一
九
五
六
年
に
起
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
同
年
二
月
半
ば
以
来
、
金

融
政
策
に
関
す
る
間
関
が
急
に
識
者
の
関
心
を
集
め
、
議
会
に
沿
い
て
も
熱
心
に
討
議
せ
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
同
年
四
月
、
偶
々
同
時

に
発
表
さ
れ
た
二
つ
の
論
文
、
す
な
わ
ち
デ
ー
ジ
ー
(
巧
宮
口
ω自
己
の
「
短
期
債
白
問
題
」
(
=
叶
宮
町
-
E
H自
由
ロ
与
門
司
I
O
E
O
E
J

h
r河
野
同

2
w
同
号
制
虫
色
)
と
、
キ
ン
グ
(
司
・
寸
・
口
問
百
四
)
の
「
流
動
性
比
率
は
規
定
せ
ら
る
〈
き
か
」

(
E
m
F。巳
ι
ピハ
H
E
a
q

同
己
E
ω
Z
H
J
O
R口
宮
内
回

t
u豆
、
国
宝
君
、
)
は
こ
の
勢
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
パ

γ
カ
l
誌
は
「
い
ま
や
金
融
統
制
白

伝
統
的
た
原
理
と
機
構
と
を
現
在
の
要
求
に
適
応
さ
せ
る
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
活
発
な
論
議
が
沸
き
立
っ
て
い
る
」
と
判
断
し

て
、
同
誌
上
に

H
金
融
統
制
論
議
μ

(
ロ
o
F
R
O
B
冨
E
2
2司
円
。
ロ
可
。
】
)
と
い
う
欄
を
特
設
し
、
六
、
七
、
八
月
白
一
二
固
に
亙

U
、ハ

ロ
l
、
モ
ル
ガ

γ
、
ア
ル
フ
ォ
ー
ド

1
へ
イ
ジ
ュ
(
同
司
の
〉

-EE
自
己
円
割
・

3Mmど
な
ど
の
互
い
に
見
解
を
異
に
せ
る
論
説

主
連
続
掲
載
し
、
世
人
心
関
心
を
一
層
喚
起
し
た
が
、
ウ
イ
ル
ソ

γ
(寸
巧
口
mOロ
)
は
や
や
遅
れ
て
一
九
五
七
年
一

O
月
に
。
u

弐
ミ
礼

町
内
言
。
道
町
内

NURNY3
に
同
じ
主
題
の
論
文
を
発
表
し
て
い

p
o
他
方
、
ア
メ
リ
カ
に
沿
い
て
も
、
司
〈
ミ
ス
(
」
司
門
的
自
民
日
品
、
ミ
ン
見

キ
l

(
出

]
U
Z
E
ω
何
色
、
ル

l
ザ
な
ど
が
同
じ
問
題
を
取
扱
え
る
労
作
を
公
け
に
し
て
い
る
白
で
あ
る
。
以
下
に

b
w
て
、
こ
れ

b

の
論
議
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
論
争
を
顧
み
な
が

b
、
金
利
政
策
の
効
呆
の
問
題
を
再
検
討
し
よ
う
。

ω
J
=
E
O
E
司
]
U
E
5日
、
〉
印
可
自
司
自
己
呂
J
国
見
守
言
。
h
~
F
D
Nし可。
L

g
号
司
旬
止
法

H
2丘
町
民
、
。
h
~副主
ωωHNBKF官
回
目
伊
冨
品
】
由
mN

川

w
h
E
Z
E
Z
R可
司
色
白
山
、
』
岡
山
E
J
4
2
N
T
P
C四戸切件同匂日出

ゆ
↓
回
己
。
同
目
、
公
ロ
E
m
o
z
a
F
o
Z
0
4
4
0
2
F。ι。凶『
J
『
吉
田
富
裕
司
w
p
P
O
E
g・

開'〈・]/向。品川
P
R
叶『
σ
円凶
mo
同。吋国
HmHM
回目
H。吋仲間
E
B
J
Oロ0
・
q比

NU
一「己吋

HC日戸

国
司
日
邑
同
o
E
E且
『
巧

HMmgyh隣
国
自
民
耳
目
白
1
3
富
島
冨
。
白
日
ロ
冨
o
n
r
m
E
B
J
晶

2
F
K戸
口
問

d
E
E印

F

金
融
政
策
的
効
果

第
八
十
二
巻

五

第
凹
号

1i 



金
融
政
惜
の
効
果

第
八
十
二
巻

/、

第
同
号

ノ、

↓

当
H
-
E
P
R
、
吋
}
民
間

E
o
a
F
H
0
1
2同

mHM代
目
冨
O宮
百
弓
司
o
r
a
J
D
U
4
0正
岡

E
3舎
吉
町
』

ue耳切
M
O
P
呂田叶・

川

w

d『
-
H
印
HHHErtOロ
F
。
問
問
。

3
4
0
R
m
m
a
z
E
E
M
W
H可
吋
o
ロ
4
.
J
』
語
、
言
吉
岡

3
3
3
N町
田
町
一
言
語
、
印
。
宮

Hug-

出
回
ι

富
田
島
司
、
=
口
。
ロ
片
山

-
E
H
H
Eロ
加
害
且
冨
。
目
。
吋
昌
司
}
E
n
F
P品
0
.
J
G
E
Z耳目
H
H
E
3
t
o
h
同
E
苦
言

2
・
冨

4

5
可・

同
〈
問
。

omp
ニ
ロ
仲
間

mm仲
間
巳
E

E
且
ロ
自
可
己
目

E
W
J
ミ
富
手
円
高
官
室
弘
同

2
苦
言
。
町
、
E
N
F
・
2
同
星
。
、
。
¥
'
『
同
-
S
N
E
2
t

H
回
目
]
{

金
利
政
策
の
根
拠
と
効
果

金
利
政
策
は
割
引
政
策
と
も
称
せ
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
を
母
国
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
月

k
b
w
て
金
利
政
策
の

み
に
よ
っ

τ、
初
め
て
統
制
目
的
を
達
し
よ
う
と
企
て
た
の
は
、

一
八
五
七
年
の
恐
慌
の
際
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
金
利
政
策
は
量
的

統
制
ま
た
は
間
接
統
制
の
最
善
の
手
段
と
見
弁
仇
さ
れ
、
金
本
位
制
¢
も
と
に
お
い
て
、
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
金
準
備
の
増
減
抑
止
応
じ

て
、
公
定
歩
合
を
上
下
に
動
か
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
機
械
的
に
行
わ
れ
、
何
び
と
も
乙
れ
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
敢
て
怪
ま
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

一
九
一
八
年
の
カ

γ
リ
ッ
プ
委
員
会
(
門
戸
巳
民
o
n
o
E
E
H
1
0
0
)
白
報
告
は
、

一
九
一
四
年
以
前
、
す
な
わ
ち
金
本
位
制
が
世
界
的

に
確
立
し
て
い
た
時
期
に
ゐ
け
る
金
利
政
策
の
効
果
を
二
つ
に
区
別
し
て
確
認
し
て
い
る
。
モ
の
一
は
即
時
的
ま
た
は
直
接
的
な
効
果

。
田
由
。
門
H
E
Z
O
H
P
H
H
)
で
あ
り
、
短
期
資
金
の
国
際
移
動
に
及
ぼ
す
効
果
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
は
よ
り
広
汎
に
波
及
す
る
根
本
的
な
効

果
で
あ
る
。
前
者
白
即
時
的
効
果
に
つ
い
て
委
員
会
の
報
告
は
貿
易
差
額
が
逆
調
を
一
ポ
し
、
為
瞥
相
場
が
不
利
と
な
り
、
金
の
輸
出
が

有
利
と
な
っ
た
際
に
、
金
の
流
出
が
危
険
と
一
認
め

b
れ
る
と
き
は
、
イ

γ
グ
ラ
ジ
ド
銀
行
は
常
に
公
定
歩
合
を
引
上
げ
た
と
指
摘
し
、

「
公
定
歩
合
の
引
上
げ
は
、
モ
う
で
左
か
っ
た
ふ
な
ら
ば
、
海
外
に
送
金
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
貨
幣
を
イ
ギ
リ
凡
に
留
め
置
く
と
と
も
に
、



よ
り
高
い
利
子
率
を
利
用
し
て
海
外
か
ら
白
送
金
主
誘
導
し
、
か
く
し
て
金
の
流
出
を
抑
え
、
進
ん
で
そ
の
流
入
を
促
す
と
い
う
よ
う

な
直
接
的
効
果
を
も
っ
て
い
た
」

ζ

と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
金
本
位
制
が
惟
界
的
に
崩
峡
せ
る
現
在
、
己
の
よ
う
な
効
果
を
期
待

し
難
い
己
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
金
利
政
策
の
よ
り
重
要
な
効
果
は
、
第
二
白
根
本
的
社
効
果
に
見
出
さ
れ
る
。
カ
Y
リ
ヅ
フ
報
告
は
「
公
定
歩
合
の
引
上
げ

と
、
市
場
に
沿
い
て
そ
れ
を
有
効
に
す
る
た
め
に
と

b
れ
る
措
置
と
は
、
必
然
的
に
利
子
率
の
一
般
的
上
昇
と
信
用
白
制
限
を
も
た
ら

し
た
。
従
っ
て
新
し
い
企
業
は
繰
延
ペ
ら
れ
、
建
設
材
料
放
び
に
そ
白
他
の
資
本
財
に
対
す
る
需
要
は
減
少
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て

起
る
雇
用
白
減
少
は
消
費
財
に
対
す
る
需
要
を
減
少
吐
し
め
た
が
、
他
方
、
主
と
し
て
借
入
金
を
も
っ
て
持
ち
と
た
え
て
来
た
商
品
在

庫
の
所
有
者
た
ち
は
、
た
と
え
借
入
の
更
新
が
事
実
よ
、
困
難
で
な
く
て
も
、
利
子
負
担
D
増
加
と
物
価
下
落
の
予
想
に
直
面
し
て
、

弱
気
市
場
に
彼
ら
の
商
品
を
無
現
に
押
し
込
み
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
悶
内
市
場
に
お
け
る
一
般
物
価
白
下
落
で
あ
り
、
従
っ

て
輸
入
白
抑
制
、
輸
出
の
促
進
と
た
り
、
悶
難
白
主
た
る
原
因
で
あ
っ
た
貿
易
差
額
白
逆
調
を
且
止
丑
す
る
己
と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る
J

こ
の
よ
ち
た
根
本
的
た
効
果
が
、
た
と
え
索
掛
社
形
に
お
い
て
で
あ
る
に
し
て
も
、
既
に
早
く
ソ
オ
y
ト
ン
(
出
・

4
g
g
gロ)

に
よ
円
一
て
確
認
吐
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
は
一
八
世
紀
末
の
銀
桁
券
の
免
換
停
止
時
代
に
利
子
惑
と
利
潤
率
と
の
関

係
に
注
目
し
、
利
子
率
を
利
潤
率
以
上
に
引
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
れ
ば
、
信
用
需
要
を
抑
制
し
う
る
と
強
調
し
て
い
る
が
、

世
紀
初
め
の
地
金
萎
員
会
(
回
C
E
E
n。
自
国
号
。
。
)
の
報
告
も
ま
た
向
様
な
結
論
に
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

九

公
定
歩
合
の
引
上
げ
の
効
果
に
つ
い
て
い
え
る
己
と
は
、
必
要
注
修
正
を
加
え
る
な
ら
一
ば
、
逆
の
場
合
、
す
左
わ
ち
公
定
歩
合
の
引

下
げ
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
、
信
用
需
要
の
抑
制
と
そ
D
喚
起
と
で
は
難
易
に
差
が
あ
り
、
後
者
は
前
者
に

比
べ
て
よ
り
閑
難
と
認
め
ら
れ
て
い
る
白
で
あ
る
。

金
融
政
策
の
効
果

第
八
十
二
巻

七

第
四
号

一じ



金
融
政
筑
の
剤
果

第
八
十
二
巻

/¥ 

第
四
号

ノ1

と
こ
ろ
で
、
第
一
次
世
界
六
戦
以
前
の
時
期
、
す
な
わ
ち
金
本
位
制
が
世
界
的
K
確
立
し
て
い
た
時
期
白
状
態
は
、
こ
の
エ
う
た
金

利
政
策
が
効
果
を
発
附
す
る
に
甚
だ
適
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
一
方
、
公
定
歩
合
の
変
動
の
基
準
と
た
る
金
準
備
は
、
原
則
と
し
て

自
由
主
貿
易
並
び
に
金
の
自
由
主
国
際
移
動
陀
従
っ
て
増
減
し
、
他
方
、
公
衆
は
短
期
利
率
の
変
動
K
対
L
て
現
在
よ
り
も
遊
か
に
敏

感
で
あ
り
、
特
に
そ
の
短
期
債
務
は
主
と
し
て
為
脊
手
形
ま
た
は
商
業
手
形
か
ら
成
っ
て

hdp、
ま
た
銀
行
の

H

現
金
K
近
い
資
産
H

(口。

R
l
g各
自
由
冒
)
の
す
べ
て
な
い
し
大
部
分
を
占
め
て
い
た
の
は
、

商
業
手
形
ま
た
は
こ
れ
を
担
保
と
す
る
貸
付
で
あ
ヮ
て
、

商
業
手
形
の
数
円
一
旦
は
短
期
利
率
の
変
化
に
対
し
て
銀
行
貸
出
利
率
よ
り
も
一
層
感
応
度
が
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
公
定
歩
合

白
引
上
げ
は
銀
行
組
織
外
の
手
形
保
有
を
哨
加
せ
し
め
て
、
モ
れ
だ
け
銀
行
預
金
主
減
少
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
手
形
の
供
給
そ
白
も

白
白
減
少
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
行
の
流
動
資
産
を
圧
縮
し
、
統
制
白
目
的
を
容
易
に
達
成
す
る
こ
と
を
可
能
な

b
し
め
た
の
で

J
Aり

v
Q
o

し
か
し
従
来
、
す
べ
て
の
論
者
が
金
利
政
抜
を
万
能
た
も
の
と
見
な
し
て
い
た
わ
け
で
は
た
い
の
で
あ
っ
て
、
モ
の
効
果
民
疑
問
を

抱
〈
論
者
も
決
し
て
少
く
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
に
関
連
し
て
二
つ
の
問
脳
、
す
な
わ
ち
(
一
)
中
央
銀
行
の
公
定
歩
合
は

モ
の
他
の
金
融
機
関
の
短
期
利
率
に
対
し
て
支
配
的
左
影
響
を
与
え
う
る
か
否
か
、

公
一
〉
仮
り
に
与
え
う
る
と
し
て
も
、
短
期
利
本

日
変
化
が
物
価
並
び

K
景
気
の
動
向
に
重
大
左
影
響
を
与
え
る
か
否
か
と
い
う
問
闘
を
設
定
し
て
、
論
者
の
見
解
を
顧
み
て
み
よ
う
。

第
一
の
設
問
は
占
く
か
ら
論
議
の
対
象
と
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
市
中
銀
行
の
中
央
銀
行
へ
白
依
存
性
を
否
定
す
る
論
者
、

例
え
ば
ウ
ィ
ザ
1
ス
八
回
・
司

M
P
R
m一
の
ご
と
き
は
暫
く
別
と
し
て
、
そ
の
依
存
性
を
認
め
る
に
か
か
わ

b
ず
、
公
定
歩
合
が
市
中
銀

め

η

行
の
短
期
利
率
に
支
配
的
な
影
響
士
う
え
難
い
と
す
る
論
者
が
あ
る
o
バ
ジ
ヨ
ッ
ト
(
司
目
白
問
。

Z
3、
ロ
ー
レ
ン
ス
(
』
白
門
担
司
自
白
)

た
ど
が
モ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
一
比
し
て
、

ホ
I
ト
レ
イ
(
同
・
日
・
回
目
Z
H
O
吋
)
は
公
定
歩
合
D
変
化
が
一
棋
の
信
号
と
し
て
市
中
銀



行
に
ト
J

え
る
心
理
作
用
主
重
祝
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
公
定
歩
合
白
支
配
的
な
影
響
力
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
と
の
上

う
な
市
中
銀
行
の
心
聞
作
用
は
益
々
強
化
さ
れ
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
消
え
去
る
も
の
で
は
な
く
、
も
し
そ
れ
が
弱
化
し
た
り
、
消
散
す

る
よ
う
な
危
険
が
感
じ
ら
れ
る
な

b
ば
、
公
定
歩
合
を
さ

b
に
激
し
く
変
化
さ
せ
れ
ば
よ
h
と
主
張
し
て
い
る
。

は
短
期
利
率
の
変
動
が
物
価
並
び
に
景
気

K
重
大
な
影
響
を
与
え
る

第
二
心
設
問
に
つ
い
て
は
、

乙
と
を
率
直
に
認
め
て
い
る
。
よ

I
ト
レ
イ
も
只
た
る
観
点
か
ら
異
な
る
諭
一
証
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
問
機
た
結
論
に
到
達
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

ウ
ィ
ク
セ
ル
(
間
当
円
附
田
口
)

と
こ
ろ
が
ケ
イ

y
メ
は
既
に
「
貨
幣
論
』

(
払
円
高
R
N
t
R
E
h
h
s
ミ・

5
u
c
)
に
ゐ
い
て
、
短
期
利
率
の
も
た
ら
す
作
用
を
無
条

付
に
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
を
斥
け
て
、
京
気
と
密
接
友
関
係
を
有
す
る
投
資
が
短
期
利
率
白
変
化
に
対
し
て
必
ず
し
も
敏
感
左
も
の

で
な
い
と
断
定
し
、
従
ヮ
て
景
気
の
変
動
が
短
期
利
率
に
よ
っ
て
惹
さ
起
さ
れ
た
り
、
回
避
さ
れ
た
り
す
る
か
を
疑
問
と
し
て
い
る
。

-
九
三
八
年
に
1

活
け
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
経
済
学
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
白
調
査
に
よ
れ
ば
、
短
期
利
率
と
そ
の
変
動
は
、
費
用

要
闘
と
し
て
は
旧
式
化
の
危
険
に
比
べ
る
と
、
無
視
し
う
る
ほ
ど
で
あ
る
の
で
、
住
宅
建
築
の
よ
う
な
長
期
に
亙
る
投
資
計
画
白
場
合

z
 

t
別
と
す
れ
ば
、
企
業
者
の
投
資
計
画
に
沿
い
て
は
ほ
と
ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
な
い
と
い
う
己
と
で
あ
り
、
カ
レ
ツ
キ

1
(
冨
・
同
巴
o
n
E
)

も
同
様
な
結
論
に
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω
目
、
丘
町
誌
な
司
i
E
S
同
告
書
時
ミ

z
s
h
G
S
5
N
N
O尚
喜
町
号
、
、
室
内
一
H

皇
内
情
旬
。
、
S
百
世
同
h
Z
P
Q
芯
何
時
省
、
有
忌
喝
さ
R
M
3
H

印
〉
ロ
官
ω
件
、
H

自
由
(
円
目
ι

ω巴】∞巴N
)ご
、
目
司
官H口
MEロ旦汁百α旦
ι
5
凶斗戸ソυ.
開
日
.
日
日
伺
胃
哩n。一吋司吋‘回守、丸号"な旦宰臼弘与可F"
出
言
陪
EN詰誌若hh叫~蛤叫却吋官Eぬ旦恥宮尽見同宮吋2句
E
弘町尽偽!官官一

州倒刷

J
.
ロ
ピ
ン
ツ
ン
は
カ
ン
引
り
ツ
f
引vノ
フ
委
員
去
の
報
告
は
、
金
刺
政
髄
が
失
諜
を
創
り
出
す
苧
こ
」
と
に
よ
つ
て
の
み
作
周
す
る
ζ

と
hψをグ《一明かに
L
た
が
、

ル
歩
業
が
継
読
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
貿
易
詑
額
の
好
調
が
維
持
L
難
い
理
由
を
聞
か

γ
し
な
か
っ
た
と
指
摘
し
、
カ
ン
リ
ッ
プ
報
告
に
よ
れ
ば
、
ァ

シ
バ
ラ
ン
ス
心
款
済
は
投
資
の
減
少
を
伴
う
物
価
下
落
で
あ
る
か
ら
、
も
し
脱
出
が
以
前
白
水
市
ま
で
回
慢
す
る
な
ら
ば
、
貿
易
並
立
簡
の
述
調
が
再

金
融
政
情
の
劫
同
市

第
八
十
二
巻

フL

第
四
号

九



金
融
政
策
の
効
果

第
八
イ
二
巻

凶。
部
門
号

。

び
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
左
批
判
し
て
い
る
。

Q
・
同
O
E
E。
P
E
円。

E
gぬ
旦
J

国
旦
宣
言
。
H
喜。
D
N
'
『
。
邑

9
5
-ミ
信
号
」
「
E
Z
N恥
町
内
矢
印
町
民
主
詩
句
切

』
ロ
官

a

E
旬
、
官
・

NEU)

川
別
出
斗
Z
E
Z
F
入
山
首
同
2
5
4
S苫
事
。
同
昆
足
立
喜
弘
同
同
ぬ
喜
。
h
s
b
M
t官
、
町
、
邑
NNG¥
町
立
主
回
、
輔
君
主

H
e
)
P
E
M∞
吋
|
∞

ω

同

P
E
E
-
叶一言

MVQ官
、
』
u
s
a向
。
川
口
UH--包
h旬、

N
邑

HUN日
・
司
日
日

ω
U
1
r
h
3
h白

NrF
同
Q
a
E
s
h
h苫『
aGF
一
足
ぬ
言
語
円
足
。
諸
氏
号
、
む
き
さ

N
E喜一

hrs丘
、
国
号
ど
菖
吉
町
二
月

ι甲
山
、
白
円
。
ロ
何
日
田
-
M
E
臼

O
B
E
F

】也一戸。、日
v-

一日恒

ω

当
国
回
目
。
HEF
』
円
。
書
宮
、
h
h可

3bミ
-
E
邑

-
E目
・
司
・
戸
。
ロ
・

m

H
・印
-
E
2
g
n
p
白
川
忌
目
白
皇
室
。
¥
旬
、
E
9
5
N
F
E
-
U
G
h
-
N
0・

同
国
・

m
国
B
E
E
F
』
円
。
乳
母
、
y
s
h
出
塁
砕
同

b
H
F
H
S
F
S
Nお
!
日
戸

川明

E
・
ウ
ィ
ク
セ
ル
は
い
う
、
「
市
場
に
お
け
る
他
の
事
情
に
し
て
変
化
し
な
い
限
り
、
金
融
機
関
の
側
よ
り
す
る
利
子
率
の
引
下
げ
は
、
そ
れ
が

い
か
に
僅
少
で
あ
る
う
》
一
も
、
持
続
酎
な
場
合
に
は
、
商
品
価
格
の
一
般
的
式
並
の
連
続
的
な
、
多
少
と
も
均
斉
的
な
、
従
っ
て
結
局
い
か
な
の
程

、‘.

度
を
も
超
え
ゐ
よ
う
な
上
昇
を
惹
さ
起
す
筈
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
た
だ
正
に
反
対
の
付
方
で
利
子
率
の
引
上
げ
は
、
そ
れ
が
い
か
に
僅
少
で

あ
ろ
う
と
も
、
た
だ
充
分
に
長
く
持
続
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
、
す
ベ
℃
串
山
口
け
お
よ
び
用
役
り
価
格
の
連
続
的
な
、
結
局
い
か
な
る
限
界

、.

以
下
に
も
下
る
よ
う
な
慌
帯
を
芯
き
起
す
で
あ
ろ
う
」
と
。
〈
同
・
当
日
宮
巴
r
i
E
N側、
n
a
Q邑
』
U
3
2
9
呂
田
"
ロ
忌
。
)
ウ
ィ
ク
セ
ル
に
よ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
企
業
の
活
動
が
何
ら
か
の
形
の
借
入
資
本
に
依
存
し
て
い
る
限
り
、
利
子
車
市
僅
か
な
引
下
げ
ま
た
は
引
上
げ
が
企
業
の
存
亡

士
は
拡
事
縮
小
、
従
っ
て
景
気
の
動
き
に
重
大
な
影
盟
刊
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

州
問

R
・
G
E
ホ
1

1
レ
イ
の
論
証
は
ウ
ィ
ク
セ
ル
の
そ
れ
と
著

L
〈
異
な
っ
て
い
る
。
ホ
l
ト
レ
イ
は
生
産
者
の
費
用
に
関
す
る
限
り
、
利
寸
串
の

変
化
が
及
ぼ
す
影
響
は
極
め
て
微
々
た
る
も
む
で
、
企
業
白
存
亡
ま
た
は
拡
強
柿
小
を
惹
品
。
起
す
に
足
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
結
局
、
利
子
串

が
重
大
な
彩
替
を
与
え
る
り
は
商
人
の
商
品
ス
ト
ヲ
ク
保
有
の
資
本
、
す
な
わ
ち
経
営
資
木
(
司
司
EHMmHE官
E-)
で
あ
り
、
経
計
資
本
の
増
減

こ
そ
、
物
価
従
っ
て
ま
た
景
気
白
動
さ
に
注
目
す
ベ
曾
影
響
を
与
三
る
も
の
と
見
て
い
る
。
(
目
白
・
回
目
耳
日
ザ
J

』
ロ
宮
古
号
。
同
国
富
砕
同
ぬ

F

z
u
p
宅
・
自
由

lM)

側
同
・
巳
・
同
4
5
m一
』
守
S
R旬
、
喜
図
書
手

4
0
-
-
P
H
S
F
8
E
E
C
-当、

g
p



問

。

bq。
丘
町
内
。
き
さ
R
M》晶、
3
Z
P
H

州

阿

宮

間

Mw-REUEK戸
4
F。
。
円
可
。
同
日
σ
回

S
E
2
ω
口可己

2
J
同喜一
N

塁
。
」
「
同

E
著
書
n
h宮内

PE--汁岳・

5
u寸・

四

金
利
政
策
の
機
能
の
弱
化

イ
ギ
リ
ス
に
沿
け
る
金
利
政
策
を
め
戸
、
、
る
論
争
を
通
じ
亡
、
多
く
り
論
者
が
共
通
に
指
摘
し
て
い
る
点
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
、

公
定
歩
合
し
た
が
フ
て
ま
た
短
期
利
率
の
統
制
的
機
能
が
著
し
く
弱
化
し
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
モ
白
主
張
は
企
業
ま
た
は

信
用
需
要
心
側
面
か
ら
す
る
も
の
と
、
銀
行
ま
た
は
信
用
供
給
の
側
而
か

b
す
る
も
の
と
に
大
別
す
る
己
と
が
山
来
る
。

企
業
ま
た
は
信
用
一
需
要
の
側
面
か

b
短
期
利
率
の
統
制
的
機
能
の
弱
化
ま
た
は
欠
陥
セ
強
調
し
た
も
の
は
パ
ロ
ー
で
あ
る
。
彼
は
常

に
新
し
い
発
良
心
希
望
に
燃
え
℃
い
る
企
業
者
は
毛
の
必
要
と
す
る
資
金
の
獲
得
が
可
能
な
限
り
、
利
子
率
が
高
い
と
い
う
理
由
で
信

用
需
要
を
差
控
え
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
見
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
企
業
者
の
投
資
司
両
に
お
い
円
て
利
子
率
は
全
〈
何
ら
の

役
割
を
果
さ
な
hv
か
、
或
は
単
に
従
属
的
な
役
割
を
果
す
に
過
ぎ
な
ヤ
も
の
と
解
し
℃
い
る
か

b
で
あ
る
。
彼
は
一
九
五
五
|
五
六
年

比
沿
い
て
、
公
定
歩
合
が
再
三
引
上
げ
ら
れ
た
由
"
か
な
ら
ず
、
さ
ら
に
割
引
市
場
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
長
期

利
率
も
公
定
歩
合
に
追
随
し
て
著
し
く
引
上
げ

b
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旺
腐
な
信
用
需
要
主
抑
制
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
右
の

事
実
主
証
明
し

τ
w
る
と
断
定
す
る
白
で
あ
る
。
彼
は
進
ん
で
当
時
、
公
定
歩
合
を
一
層
引
上
げ
て
企
業
者
白
期
待
を
変
化
古
官
、
信

用
需
要
を
厳
し
く
制
限
し
た
け
れ
ば
な
ら
白
と
主
張
す
る
論
者
が
ほ
と
ん
ど
な
か
づ
た
の
は
、
モ
白
よ
う
な
公
定
歩
合
の
水
準
は
単
に

国
際
収
支
臼
改
善
に
止
ま
、
り
ず
、
き

b
に
有
効
需
要
セ
減
退
さ
せ
、
ほ
し
い
失
業
主
誘
発
す
る
ほ
ど
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

τ
い
た
か
ら
で
あ
る
と
力
説
す
る
。
他
方
、
ハ
ロ
ー
は
仮
り
に
金
利
政
策
が
何
ら
か
の
効
呆
を
挙
げ
う
る
と
し
℃
も
、
そ
れ
は
企
業
ー
の

金
融
政
蹴
の
効
果

第
八
十
二
巻
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融
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号

合
理
的
な
費
用
計
算
に
基
づ
く
白
で
は
な
〈
て
、
企
業
者
白
期
待
に
そ
れ
が
与
え
る
心
理
的
シ
ョ
ッ
グ
に
よ
る
も
の
と
断
定
し
、
こ
の

よ
う
な
性
格
を
も
っ
金
利
政
筑
は
、
単
に
現
在
の
経
済
状
態
に
必
要
な
変
化
を
も
た
ら
す
確
か
ら
し
さ
に
お
W
て
欠
け
て
h
る
D
み
で

な
く
、
士
た
直
接
的
な
貸
出
制
限
よ
り
も
迄
か
に
大
き
な
社
会
的
不
公
平
や
紗
L
W
失
業
主
若
い
き
起
す
危
険
を
含
ん
で
い
る
も
の
で
あ

る
か

b
、
金
利
政
策
よ
り
も
、
直
接
的
な
貸
出
制
限
に
訴
え
る
心
が
、
信
用
需
要
の
抑
制

rと
っ
て
温
か
に
優
わ
た
対
策
で
あ
る
と
結

論
す
る
の
で
あ
る
。
た
治
第
三
次
世
界
大
戦
以
後
の
高
率
課
税
を
、
公
定
歩
合
ま
た
は
短
期
利
率
の
統
制
的
機
能
の
弱
化
の
一
原
悶
と
し

て
挙
げ
る
論
者
(
例
え
ば
デ
l
γ
l
叶
も
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
、
銀
行
ま
た
は
信
用
供
給
の
側
固
か
ら
短
期
利
率
の
統
制
的
機
能
白
減
哀
を
強
調
す
る
も
の
の
根
拠
は
必
ず
し
も
同
じ

で
は
な
い
。
ま
ず
銀
行
の
流
動
資
産
の
内
容
の
変
化
を
重
視
す
る
も
の
か

b
始
め
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
白
而
中
銀
行
特
に
ロ
ソ
ド

γ
手
形

詮
換
が
開
銀
行
「
十
一
行
〕
は
、

H
健
全
銀
行
主
義

u
G
E
P品
回
目
昨
日
間
司
自
5
1
0
)
を
堅
持
し
、
法
的
強
制
が
な
い

K
も
か
か
わ

ら
ず
、
資
産
の
収
益
性
を
若
干
犠
牲
に
し
て
、
常
に
一
定
か
っ
多
額
白
現
金
準
備
沿
工
び
流
動
資
産
を
保
有
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る

白
で
あ
る
。
総
預
金
に
対
す
る
現
金
準
備
(
千
許
現
金
と
イ

γ
グ
ラ
ン
ド
銀
行
へ
の
預
け
金
」
の
保
有
割
合
を
現
金
比
率

(
B
m
F
E
E
O」

と
い
い
、

一
九
四
六
年
一
一
一
月
以
降
は
イ
ソ
グ
ラ

γ
ド
銀
行
の
勧
告
に
よ
っ
て
成
立
仕
る
協
定
忙
基
づ
き
八
%
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
総
預
金
に
対
す
る
流
動
資
産

Q
H
A
E
品
目
ω
E
C
の
保
有
割
合
を
流
動
性
比
率
(
目
白
巳
任
司
目
立
O
)

と
称
し
、
現
在
で
は
=
一
O
%
が

慣
川
市
同
的
最
低
比
率
と
た
っ

τ
い
る
。
流
動
資
産
は
(
一
)
現
金
準
備
、

(
一
一
)
コ
ー
ル
・
ロ

I
Y
、

会
一
)
大
蔵
省
一
証
券
(
同
，

B
自
己
可

F
E
m
)、
(
囚
)
商
業
手
形

(
o
F
2
F巳
る
か
ら
成
っ
て
み

d
p、
(
二
)
、

( 

) 、

(
四
)
が
い
わ
ゆ
る

ρ
金
融
市
場
資
産

μ
(
E
g
a

目
向
日
目
門
戸
goHω)
で
あ
り
、
第
一
線
の
現
余
準
備
に
対
し
て
第
一
線
準
備
を
形
成
し
て
い
る
。
証
券
投
資

(
5
4
2
H自
g
t
)
と
貸
付

(ω
白
川
、
自
由
ω
E
2
m件。
E
O
B
)
は
危
険
資
産
台
田
町
釦
由
。
冒
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
。



と
こ
ろ
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、
大
蔵
省
読
券
が
激
増
し
て
銀
行
の
流
動
資
産
の
大
半
は
こ
れ
に
よ
っ
て
占
め

b
れ
る
こ
と
に

た
り
、

商
業
手
形
が
そ
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
を
占
め
て
円
た
、

か
つ
て
の
状
態
は
一
変
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
の
大
蔵
省
一
証
券

利
子
率
の
変
化
に
対
し
て
不
感
応
な
も
の
で
あ
る
。

期
債
ま
た
は
一
時
借
入
金
(
出
E
H
E岡
山
O
F
C

に
よ
る
借
入
を
匹
縮
し
よ
う
と
は
し
た
い
し
、

は
元
来
、

と
」
?
っ
白
は
、

英
国
大
蔵
省
は
利
子
率
が
高
H
か
ら
と
い
フ
て
、
矩

ま
た
大
蔵
省
は
モ
れ
セ
外
国
か
ら
白
借

款
に
切
換
え
よ
う
と
も
し
な
い
円
か

b
で
あ
る
。
従
つ
亡
金
利
政
策
す
な
わ
ち
公
定
歩
合
の
引
上
げ
は
、
銀
行
組
織
外
の
流
動
資
産
の
保

有
を
増
加
止
し
め
て
、
そ
れ
だ
け
銀
行
預
全
を
減
少
さ
せ
る
か
、
市
中
銀
行
の
営
業
方
針
に
そ
れ
が
与
え
る
心
理
的
な
影
響
に
よ
っ
て

の
み
、
銀
行
の
流
動
性
を
圧
縮
し
、
預
金
を
減
少
さ
せ
う
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
、
イ
ギ
り
九
の
最
近
の
情
勢
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
注
意
す
べ
き
己
と
は
、
イ
Y
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
定
め
る
公
定
歩
合
白
水
準
に
治
い
て
友
治
信
用
需
要
が
増
加
す
る
よ
う
な
場
合
に
、

銀
行
自
流
動
性
比
率
に
余
給
が
あ
る
限
り
、
そ
の
よ
う
た
需
要
に
応
じ
た
い
よ
う
に
、
銀
行
を
拘
束
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
〆
イ

γ
グ
ラ
ド
銀
行
が
最
終
の
貸
手
で
あ
り
、
ま
た
モ
ラ
で
左
く
て
は
た
ら
ぬ
限
り
、
市
中
銀
行
は
常
に

信
用
拡
張
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
附
加
的
現
金
主
獲
得
す
る
と
と
が
出
来
る
か

b
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
し
て
信
用
統
制
を
阻
害
ナ

る
根
本
原
因
は
、
銀
行
の
流
動
資
産
の
内
容
が
一
変
し
て
、
大
蔵
省
証
券
が
そ
白
主
要
部
分
を
占
め
、
し
か
も
そ
れ
が
利
子
率
に
対
し

て
全
く
不
感
応
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
求
め

b
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
大
蔵
省
証
券
の
供
給
が
季
節
的
に
若
し
〈
変
化
す
る
こ

と
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
一
層
激
化
す
る
も
の
と
い
え
る
。
と
白
ょ
う
た
主
張
は
キ
ソ
グ
と
デ
ー
ジ
ー
に
共
通
に
認
め
ら
れ
る
。

次
に
右
と
同
様
に
信
用
供
給
の
側
面
に
着
目
し
な
が
ら
、
短
期
利
率
そ
白
も
の
を
統
制
千
段
と
す
る
に
適
し
な
い
と
い
う
主
張
に
つ

い
て
見
ょ
う
。
ア
ル
フ
ォ
ー
ド
お
よ
び
ベ
イ

γ
ー
は
自
由
市
場
に
お
い
て
は
、
短
期
利
率
白
変
動
は
長
期
利
率
の
変
動
よ
り
も
一
層
激

し
い
と
信
ず
べ
き
理
由
が
あ
る
が
、
し
か
し
実
際
止
、
知
期
利
率
の
変
動
の
帽
は
た
と
え
或
る
場
合
に
は
長
期
利
率
よ
り
も
大
で
あ
り

金
融
政
策
凸
効
果

知
人
十
二
巻

凹

第
凶
号
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融
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E日

う
る
と
し
て
も
、
先
験
的
な
根
拠
か
ら
期
待
さ
れ
る
よ
り
も
著
し
く
小
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
概
し
て
貸
手
が
常
に
長
期

利
率
に
つ
い
て
の
期
待
と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
水
準
主

D
も
低
い
率
を
も
っ
て
、
短
期
貸
付
を
行
沿
う
と
す
る
こ
と
に
基
づ
く
の
で

あ
る
。
と
い
う
臼
は
、
多
〈
の
場
合
に
沿
い
て
流
動
性
の
慣
習
は
、
現
金
並
び
に
短
期
投
資
を
長
期
投
資
に
切
換
え
る
こ
と
に
よ
フ
℃

確
保
さ
れ
る
資
本
の
価
値
増
加
の
機
会
を
失
う
こ
と
を
顧
み
る
こ
よ
な
く
、
ほ
と
ん
ど
一
定
し
て
沿
り
、
他
方
、
借
手
は
短
期
借
入
に

よ
っ
て
長
期
投
資
を
賄
う
た
め
に
、
非
流
動
化
の
危
険
に
陥
る
ζ

と
を
欲
し
な
い
か

b
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
推
論
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
b
は
短
期
利
率
を
統
制
手
段
と
し
て
過
度
に
利
用
す
る
ζ

と
は
、
イ
ギ
リ
ヴ
ハ
の
伝
統
陀
全
く
反
す
る
も
の
と
断
定
し
、
さ
ら
に

こ
白
上
う
に
銀
行
が
利
子
率
を
金
融
政
鋭
の
手
段
と
し
て
利
用
寸
る
こ
と
を
差
控
え
る
こ
と
こ
モ
、
利
子
率
の
変
化
が
企
業
者
の
決
意

に
重
大
た
影
響
十
与
え
る
L
L

い
う
誤
れ
る
胃
鮮
を
斥
け
る
に
足
る
も
の
と
解
し

τい
る
の
で
あ
る
。
彼
b
に
よ
れ
ば
、
短
期
利
率
が
企

業
の
芳
到
に
重
大
在
臥
刷
盟
問
者
与
え
る
ほ
ど
散
し
く
銀
行
に
よ
っ
て
変
化
せ
し
め

b
れ
な
い
限
り
、
企
業
の
方
針
が
短
期
利
率
の
変
動
に

工
っ
て
実
質
的
に
何
b
D
影
符
品
川
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
少
し
も
不
自
然
た
と
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
彼
、
b
が
こ
の
よ
う
に
し

て
短
期
利
率
を
通
ず
る
統
制
を
排
撃
す
る
に
反
し
、
中
期
利
率
並
び
に
長
期
利
率
に
よ
る
統
制
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。
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な
お
デ
1
γ

ー
は
短
期
利
率
と
長
期
利
率
と
の
聞
に
は
必
ず
し
も
密
接
な
閑
笹
が
あ
る
わ
け

e
は
な
く
、
む
し
ろ
二
つ
の
利
子
率
は
全
く
異
な
る
パ

タ

l
γ

に
従
っ
て
変
動
し
て
い
る
こ
去
に
注
目
し

c
、
短
期
別
率
の
杭
制
的
機
能
の
弱
化
田
原
因
を
こ
こ
に
も
涼
め
て
い
る
り
で
あ
る
内
(
司

'z-

口"の

σ日
司
、
。
培
江
崎
、

]
U
H
V
N
F
U】
)

五

金
利
政
策
の
有
効
性

金
利
政
策
の
効
同
市
に
関
す
る
以
上
む
よ
う
た
懐
疑
論
な
い
し
否
定
論
に
対
し
、
金
利
政
策
を
新
し
い
角
度
か
ら
見
直
し
て
、
そ
の
有

効
性
を
強
調
す
る
論
者
が
あ
る
。

そ
の
一
は
公
定
歩
合
が
信
用
需
要
に
与
え
る
間
接
的
影
響
(
直
般
的
影
響
で
は
な
い
)
士
重
視
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
こ
は
公
定
歩
合
が
資
産
価
値

(
m
a
E
〈
巳
ロ
自
)
に
与
え
る
影
響
に
着
目
し
、

し
か
も
主
と
し
て
供
給
側
の
事
情
に

力
点
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
か
ら
。

(志向
S
G
E礼
町
民
N

V

H

Q

F

N

a

H
白
人
志
)
に
お
い
て
は
、
短
期
利
率
は
短
期
投
資
に
対
し
て
は
も
ち

ろ
ん
、
長
期
投
資
に
対
し
て
も
ぞ
れ
ほ
ど
著
し
い
影
響
を
与
え
る
も
む
と
認
め
て
い
な
い
が
、
彼
は
前
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、

ヒ
y

ク
ス
は
川
価
値
と
資
本
』

公
定
歩
合
が
投
資
計
両
に
与
え
る
間
接
的
影
響
企
重
視
し
、
金
利
政
策
の
有
効
件
を
容
認
す
る
熊
度
を
明
か
に
し
て
い
る
。
ヒ
y

ク
九

は
金
利
政
策
が
投
資
に
別
府
特
を
与
え
る
正
常
在
什
方
は
、

企
業
者
の
期
待
(
一
舷
に
い
わ
れ
る
よ
う
な
不
安
ま
た
は
不
確
実
さ
の
期
待
で
は
な

く
て
、
特
殊
な
確
か
ら
し
さ
の
期
待
)
に
与
え
る
作
用
を
通
じ
て
で
あ
る
と
見
て
い
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、

従
来
の
伝
統
的
理
論
が
利
子
率

の
投
賢
計
両
に
与
え
る
直
楼
的
影
響
世
誇
張
じ
滑
ぎ
て
い
る
こ
と
が
、
事
実
の
研
究
に
工
っ
て
明
か
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
こ

の
こ
土
は
、
モ
の
問
楼
的
影
響
が
極
め
て
重
大
で
あ
る
と
キ
張
す
る
こ
と
と
少
し
も
矛
盾
寸
る
こ
と
に
は
な

b
た
い
。
と
い
う
の
は
、

た
と
え
企
業
者
は
公
定
歩
合
が
四
%
で
あ
ろ
う
と
一
一
%
で
あ
ろ
ろ
と
、
そ
れ
ほ
ど
志
に
介
し
な
い
に
し
て
も
、
公
定
歩
合
が
正
常
な
仕

金
融
政
踏
の
袖
米

第
八
十
二
番

四
IL 

第
四
号

五
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融
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号

ー」ノ、

方
で
金
利
体
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ら
ば
、
企
業
者
の
投
資
計
画
を
少
く
と
も
暫
く
白
問
仲
止
さ
せ
る
よ
う
な
何
ら
一
か
の
公
定
接
合
水

准
が
な
い
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
ッ
グ
ス
は
進
ん
で
、
も
し
己
む
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ド
銀
行
は

た
だ
正
に
必
要
た
限
り
の
こ
と
を
な
す
意
志
と
能
力
と
を
一
市
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
回
、
正
常
時
に
お
い
て
は
、
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド

銀
行
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
D
予
備
力
守

B
2
4
0
3調
理
〉
較
も
っ
て
い
る
己
と
を
、

随
時
思
い
起
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、

現
実
に
公
定
歩
合
を
破
局
的
な
水
準
ま
で
引
上
げ
る
必
要
は
全
く
た
い
と
い
う
。
彼
は
こ
の
よ
う
た
予
備
力
に
訴
え
る
こ
と
が
司
能
た

限
り
、
連
続
的
に
物
何
が
騰
貴
す
る
と
い
う
期
待
は
不
可
能
と
在
る
の
で
あ
り
、
と
の
「
不
可
能
」
と
い
う
期
待
に
よ
っ
て
、
企
業
者

の
投
資
が
抑
制
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
現
実
に
課
せ
ら
れ
る
利
子
率
の
市
古
に
よ
る
の
で
は
な
い
と
力
説
す
る
。
そ
し
て
ヒ
ッ
ク
ス
が

そ
の
効
果
の
及
ぶ
部
面
と
し
て
特
に
期
待
し
て
い
る
白
は
、
投
資
而
で
は
政
府
白
保
護
を
受
け
な
い
ね
的
投
資
で
あ
り
、
消
費
而
で
は

耐
久
消
費
財
の
賦
払
信
用
買
で
あ
る
唱

次
に
公
定
歩
合
モ
の
も
臼
よ
り
も
公
定
歩
合
が
資
産
価
値
に
及
ぼ
す
影
響
を
重
視
し
て
、
金
利
政
策
の
有
効
性
を
論
証
す
る
も
の
に

移
ろ
う
。
ウ
イ
ル
ソ

γ
は
短
期
利
率
を
統
制
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
非
難
す
る
論
者
の
主
た
る
問
題
点
は
、
明
か
に
利
子
率
の
上

昇
が
そ
れ
以
上
の
利
潤
率
の
期
待
を
困
難
た
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
一
て
、
投
資
を
圧
縮
し
う
る
か
否
か
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
真

に
重
要
な
点
は
む
し
ろ
資
産
価
値
の
下
落
の
効
果
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
と
述
べ
て
い
る
。
モ
ル
ガ
ソ
も
金
融
政
策
白
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
は
総
じ
て
利
子
率
に
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
利
子
率
の
上
昇
は
資
産
価
値
白
下
落
の
兆
候
に
他
な
ら

ぬ
の
で
あ
り
、
資
産
価
値
目
変
化
は
利
子
率
そ
白
も
の
よ
り
も
一
層
根
本
的
友
役
割
を
果
す
も
の
と
い
っ
て
い
る
。

ま
ず
資
産
価
値
の
変
化
が
投
資
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
を
見
ょ
う
。
利
子
率
に
焦
点
を
置
い
て
こ
の
問
題
を
取
扱
う
場
合
に

は
、
信
用
統
制
白
可
能
た
効
果
を
過
小
評
価
す
る
誤
り
に
陥
り
易
い
。
企
業
者
の
服
感
た
信
用
需
要
は
高
い
利
子
率
に
よ
っ
て
抑
え
難



同
円
と
い
円
う
、
前
述
の
ハ
ロ
ー
の
見
解
は
正
忙
そ
D
適
例
で
あ
る
。
し
か
し
銀
行
が
総
預
金
を
増
加
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
甚
だ
し
い
損

失
を
蒙
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
資
産
を
売
却
し
う
る
よ
う
な
立
場
K
置
か
れ
る
な
ら
ば
、
銀
行
は
利
子
率
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
企

業
に
対
す
る
総
貸
付
を
増
加
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
企
業
者
は
必
要
な
資
金
の
調
達
を
他
白
方
法
に
訴
え
た
け

れ
ば
左
ら
ぬ
。
企
業
が
新
証
券
の
発
行
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
寸
る
と
と
は
、
証
券
価
格
が
一
般
的
に
下
落
し
で
い
る
際
に
は
甚
だ
不

利
で
あ
る
ぽ
か
り
で
な
く
、
著
し
〈
困
難
で
あ
る
。
主
た
所
有
証
券
を
売
却
す
る
こ
と
も
損
失
を
避
け
る
己
と
は
出
来
な
い
。
銀
行
か

ら
の
借
入
で
も
た
く
、
新
旧
一
証
券
の
売
却
忙
も
工
ら
ず
に
、
果
し
て
ど
れ
だ
け
の
資
金
主
確
保
し
得
る
か
は
推
定
し
難
い
ト
し
し
て
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
詞
達
し
う
る
資
金
が
相
当
白
額
に
達
す
る
も
の
と
は
到
底
考
え
ら
れ
た
回
。
と
い
う
の
は
、
大
き
左
犠
牲
軒
払
わ
た
け

れ
ば
、
自
己
の
資
金
を
回
収
し
え
な
い
も
白
が
敢
え
て
そ
れ
を
実
行
し
、
進
ん
で
貸
手
に
た
ろ
う
と
は
し
た
い
か

b
で
あ
る
。
し
か
し

と
己
げ
注
意
し
託
け
れ
ば
友
ら
ぬ
己
と
は
、
新
旧
証
券
の
売
却
に
よ
る
に
せ
よ
、
モ
の
他
の
方
法
に
上
る
に
せ
工
、
銀
行
以
外
の
と
こ

ろ
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
場
合
の
実
効
利
子
率
が
銀
行
の
貸
出
刺
率
よ
り
も
遥
か
に
高
く
、
投
資
計
阿
を
繰
延
べ
ず
に
急
い
で
実
行
す

る
こ
と
を
欲
す
る
企
業
者
陀
対
し
て
、
実
質
的
に
極
め
て
重
大
た
負
担
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
私
。

次
に
資
産
価
値
と
消
費
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
上
う
。
資
産
価
値
特
に
そ
の
下
落
が
資
本
利
得
主
り
も
資
本
損
失
を
誘
発
す
る
場

合
に
は
、
消
費
の
減
少
を
促
す
E
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
計
会
総
資
本
の
大
部
分
が
比
較
的
少
数
白
人
々
の
手
に
帰
し
て
い
る
と
す
れ

'
ば
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
激
し
い
消
費
の
変
動
は
、
経
済
全
体
に
重
大
左
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
た
い
で
あ
ろ
h
。
こ
れ
と
と
も
に
資

産
価
値
白
下
落
に
伴
う
銀
行
の
貸
出
能
力
の
低
下
が
、
消
費
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
見
逃
し
え
な
同
。

さ
ら
に
進
ん
で
資
産
価
値
と
流
動
性
選
好
と
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
。
資
産
価
値
の
下
落
は
銀
行
の
投
資
方
針
に
反
映
し
、
銀
行
は

上
り
多
く
の
流
動
資
産
を
保
有
し
よ
う
と
欲
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
銀
行
が
流
動
資
産
を
好
ん
で
保
有
す
る
の
は
、
そ
の
売

金
融
政
舗
の
効
果

第
八
十
二
巻

四
七

第
阿
号

七
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融
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同
p，、

第
四
号

ノ¥

却
が
常
に
甚
だ
容
易
で
あ
る
か

b
で
あ
る
。
金
融
当
局
は
銀
行
の
流
動
資
産
の
価
値
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
主
ヮ
て
、
銀
行
の
流
動
資

産
に
対
す
る
需
要
を
刺
激
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
は
流
動
性
比
率
を
引
上
げ
る
の
と
正
に
同
じ
効
果
を
も
た
ら
す
も
白
と
い
え

ょ
う
。
し
か
し
流
動
性
比
中
小
の
引
上
げ
は
単
に
銀
行
の
み
に
影
響
を
与
え
る
に
過
ぎ
た
い
白
に
反
し
、
資
産
価
値
の
下
落
に
さ
ら
に
一

屑
広
汎
な
影
響
を
与
え
る
白
で
あ
る
。

(邑

-
o
g
-
B
S
m〕
白
所
有
者
は
、
そ
れ
を
貨
幣
以
外
白
他
の
資
産
白
貨
幣
価
値
の
下
落
に
対
す
る
予

備
と
し
て
(
予
備
的
動
機
に
基
づ
く
貸
幣
需
要
、
す
な
わ
ち
払
の
一
部
分
)
か
、
ま
た
は
所
有
者
が
と
の
よ
う
左
下
落
を
期
待
す
る
た

ら
ば
、
将
来
に
必
い
て
一
周
安
く
他
白
資
産
を
買
入
れ
て
、
利
益
を
獲
得
し
よ
う
と
の
希
望
を
も
っ
て
保
有
す
る
(
投
機
動
機
に
基
づ

く
貨
幣
需
夏
、
す
た
わ
ち
品
)
と
い
う
こ
と
を
教
え
た
。
ロ
バ

1
ト
ソ

γ
は
貨
幣
が
因
果
関
係
を
破
躍
し
た
り
、
金
融
当
局
の
目
的
を

阻
害
し
た
り
す
る
よ
う
な
規
模
に
治
い
て
、
地
下
に
没
し
去
ヮ
た
り
、
地
上
に
浮
び
上
フ
た
り
す
る
よ
う
在
ケ
イ

γ
ズ
的
危
険
(
開
。
司
自

ケ
イ
ソ
ズ
は
H
遊
休
残
高
μ

Z
E
E
-百
三
)
と
い
づ
て
い
る
が
、

モ
れ
は
正
に
己
白
遊
休
残
高
白
作
用
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
遊
休

残
高
は
相
当
巨
額
に
達
し

τ
b
p、
キ
ュ
ス
ロ
(
回
同

F
5
5
)
の
測
定
に
よ
れ
ば
、
五

O
億
ポ
ン
ド
に
卜
る
正
い
う
こ
と
で
あ
る
ロ

と
こ
ろ
で
、
証
券
価
格
が
上
昇
し
続
け
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
下
落
に
対
す
る
準
備
の
必
要
は
少
く
な
り
、
市
葬
の
買
入
が
増
加

す
る
に
応
じ

τ、
遊
休
残
高
は
減
少
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
証
券
の
売
手
が
そ
の
受
取
っ
た
貨
幣
主
そ
の
ま
ま
保
有
す
る
た

b
ば
、
売

手
と
買
手
と
の
問
に
単
な
る
資
産
の
交
換
(
貨
幣
左
証
券
と
の
交
換
)
が
発
生
す
る
だ
け
で
、

全
体
と
し
て
は
何
ら
白
変
化
も
起
ら
な
H

わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
証
券
の
売
手
が
受
取
っ
た
貨
幣
を
消
費
ま
た
は
投
資
の
た
め
に
支
出
す
る
と
す
れ
ば
、
売
却
さ
れ
た
証
券
の
新

旧
に
か
か
わ

b
ず
、
貨
幣
は
遊
休
残
高
か
ら
活
動
残
高
に
移
り
行
吉
、
貨
幣
の
流
迅
速
度
は
迅
速
化
し
、
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
強
化
さ
れ

る
己
と
に
た
ろ
う
。
証
券
価
格
が
騰
貴
し
て
い
る
際
に
行
わ
れ
る
信
用
供
給
の
抑
制
は
、
常
に
既
存
貨
幣
の
一
流
通
速
度
の
迅
速
化
に
よ



っ
て
無
効
に
せ
ら
れ
易
い
白
で
あ
っ
て
、

一
九
五
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
D
経
験
が
ヒ
P
F
し
と
を
立
一
正
し
て
い
る
。
従
?
で
と
の
よ
う
な
場

合
K
は
、
遊
休
残
両
D
解
放
を
」
円
か
に
し
て
抑
制
す
る
か
、
ま
た
解
放
さ
れ
た
資
金
を
、
そ
れ
が
財
貨
十
l
ヴ
ィ
ス
市
場
に
影
響
を
与

え
な
加
よ
う
に
、
い
か
に
し
て
吸
収
す
る
か
と
い
う
と
と
が
主
要
な
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ブ
ー
ム
が
一
度
び
破
綻
し

τ資
産
価
値
が
下
落
し
始
め
る
と
、
予
備
的
動
機
は
非
常
に
如
く
な
り
、
投
機
的
羽
機
は
証
券
よ
り
も
貨

幣
を
保
有
す
る
こ
と
を
促
す
よ
う
に
な
る
。
遊
休
残
高
の
所
有
者
は
そ
れ
を
減
ら
す
主
り
も
増
加
さ
す
こ
と
を
欲
し
、
従
ヮ
て
貨
幣
の

流
通
速
度
は
緩
慢
化
す
る
こ
と
忙
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
円
か
な
る
程
度
の
資
産
価
値
の
下
落
が
支
出
民
対
し
、

一
定
白
影
響
を
与
え
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
か
を
正
確
に
測
定
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

L
か
し
重
要
な
と
と
は
、
そ
白
下
落
が
た
と
え
徐
々
で
あ
る
に
し

て
も
、
か
な
り
長
い
期
間
に
亙
っ
て
持
続
す
る
と
い
う
一
般
的
投
期
待
が
た
け
れ
ば
た

b
ぬ
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
モ
う
で
な
け
れ
ば
、

而
場
に
対
す
る
不
徹
底
な
抑
制
は
新
し
い
買
手
の
購
入
意
欲
を
刺
激
し
て
、
ブ
ー
ム
の
再
発
足
を
促
す
こ
と
に
た
る
危
険
が
あ
る
。
ぞ

れ
政
K
金
融
当
局
は
公
定
歩
合
を
さ
ら
に
引
上
げ
る
か
、
激
し
い
公
開
市
場
売
操
作
を
実
行
す
る
か
、
或
は
一
向
者
を
同
時
に
併
用
し
て
、

時
期
尚
早
の
景
気
の
好
転
を
適
当
に
抑
制
す
る
と
と
が
必
要
と
在
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
利
子
半
特

r短
期
利
率
の
変
動
そ
の
も
の
上
り
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
資
産
価
値
の
変
化
を
重
視
す
る
論
者

は
、
利
子
率
の
均
等
な
一
般
的
上
昇
は
短
期
資
産
よ
り
も
長
期
資
産
に
一
層
激
し
い
影
響
を
与
え
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
利
子
率
上
り
も

資
産
価
値
が
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
限
り
、
短
期
利
率
は
長
期
利
率
よ
り
も
一
層
激
し
く
変
動
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
た
っ
こ
「

に
な
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
世
紀
の
半
ば
か
ら
一
九
三

O
年
ま
で
の
問
に
、
短
期
利
率
が
長
期
利
率
に
比
べ
て
、
常
K
三
倍
ほ
一
次

大
き
止
な
振
帽
を
も
ワ
て
変
動
し
て
ふ
お
り
、
ア
し
の
と
と
は
現
在
に
お
い
て
も
、
な
恥
訂
正
当
と
認
め
ら
れ
る
と
結
論
し
て
い
る
の
で
あ
ふ
。

仕)

同
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・
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の
『
♂
宮
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3
・
M
M
m
!
l
F
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り

第
国
号

O 

同

W

H・
戸
臣
会

ω
¥円。
E
同
席
目
μ
て
J

国
主
宣
言
。
h
h
pぬ
口
長
。
丘
町
§
苦
言
守

HYM営
宮
町
内
久

hNENubnrhr日
U
E
F
呂
4
H
U
m
M
L唱
呂
田
l
p

ゆ

開

4
Z
O門官
P
島町、吋
}MO
口
目
。
ぜ
刊
同
】
m
F
白
c
Z
同
mw
昨
日
、
J

寸
吉
田
町
お
宮

3

H己
目
、
巴
町
田
司
旬
・
色
ご
叶

-S4巳
ω
E唱
え
叶
目
。
問
問
百
。
内
同
ロ
百

月
早
川
川
口

ιzo図
。
片
付
時
可
町
。
-RM、
=qbnL、
。
耳
目
同
ヨ
き
さ

NnHUR4句
、
♂
口
n
y
H
U
m寸
w
H
V
N日()・

川

明

開

-
4
宮
O
円
関
山
口
、
名
品

L
恒
・
ち
∞
l
f
4・
J

同
出
m
。
F
4
2
F
唱
団
回
目
・

働
問
〈
足
。
叶
岡
山
p
c
p
q
a
i
u
噌
邑
ど
一

J

司・

4司口
E
P
品・

1FhhVEMmH・

ω
一
九

ι一
一
一
五
五
年
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
プ
I

ム
は
木
女
の
場
合
と
は
逆
に
、
資
産
価
他
に
数
十
億
ボ
ソ
ド
を
つ
け
加
え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

。
大
部
分
は
単
な
る
紙
上
利
潤
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
中
の
若
干
は
市
場
に
お
い
て
現
実
に
活
動
L
E
い
る
人
々
の
実
質
利
得
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
中
の
或
る
部
分
は
明
か
に
消
費
む
た
め
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。
社
会
路
資
本
の
市
場
仙
値
の
増
加
は
極
め
て
大
で
あ
る
か
ら
、
イ

γ

フ

ν
・
ギ
ャ
ッ
プ

r大
き
な
差
金
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
恒
く
僅
か
な
%
の
消
向
日
明
加
で
充
分
で
あ
る
と
い
え
る
。

付

制

司

冨
O
門岡山凶
-
4
是
-
宅
・
邑
H
i
M
M
斗・
d
司己
E
F
4・
5
町田・

3
・旧日凶

A

・

~ ノ、

結

ロ

利
子
率
の
変
化
が
投
資
に
及
ぼ
す
直
接
の
影
響
が
無
視
し
う
る
と
い
う
こ
と
か
ら

L
て
、
金
利
政
策
の
効
果
は
も
つ
ば
ら
貸
手
ま
た

は
供
給
者
白
決
意
に
ケ
え
る
影
響
に
求
め
ら
れ
た
け
れ
ば
な

b
ぬ
と
い
う
見
解
が
、
最
近
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ル

I
ザ
は

パ
ロ
ー
が
利
子
率
が
借
入
費
用
に
及
ぼ
す
作
用
に
力
点
を
置
い
て
、
金
利
政
策
の
効
果
を
論
議
し
て
い
る
と
と
を
非
難
し
、
貸
手
の
決

意
に
う
え
る
影
響
を
重
視
す
べ
を
で
あ
る
と
強
調
し
て
、
進
ん
で
総
需
要
の
圧
力
が
極
め
て
大
で
あ

U
、
そ
の
充
足
が
イ

γ
フ
レ
傾
向

を
不
可
避
的
に
激
化
す
る
よ
う
た
際
に
、
金
融
政
策
は
主
と
し
て
銀
行
準
備
、
貨
幣
供
給
並
び
に
信
用
心
ア
ヴ
ェ

l
ラ
ピ
リ
テ
ィ
!
の

増
加
を
制
限
す
る
己
と

K
よ
っ
て
、
貴
重
な
貢
献
を
な
し
う
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
述
べ

τい
る
。
ロ
Y

ン
ソ

Y
も
カ

Y
リ
y

フ
委

員
会
以
来
、
利
子
率
が
投
資
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
論
議
さ
れ
て
来
た
が
、
現
在
に
ゐ
い
て
は
利
子
率
の
変
化
が
投
資
に



及
ぼ
す
作
用
は
無
視
し
う
る
ほ
ど
で
あ
り
、
利
子
率
の
上
昇
の
与
え
る
影
響
の
重
点
は
信
用
の
ア
ず
ェ

I
ラ
ピ
リ
テ
ィ
ー
に
あ
る
と
い
ド

ヮ
て
い
る
。
安
用
要
因
の
中
に
利
子
率
と
モ
の
変
動
の
占
め
る
割
合
が
極
め
て
軽
微
で
あ
り
、
公
定
歩
合
の
変
化
が
借
手
の
決
意
に
重

大
な
影
響
骨
与
え
る
も
臼
で
友
い
限
り
、
貸
手
白
決
意
に
与
え
る
影
響
を
重
視
す
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
モ
う
で
あ
る

か
ら
と
い
っ

τ、
貸
手
白
決
意
主
た
は
信
用
白
ア
ヴ
ェ

l
ラ
ピ
リ
テ
ィ
ー
の
変
化
の
み
に
注
意
を
向
け
、
借
手
の
事
情
を
全
く
度
外
視

す
る
己
と
は
一
方
的
に
偏
寸
る
と
hv

う
非
難
を
免
れ
難
い
。
と
い
う
の
は
、
信
用
の
ア
ヴ
ェ

l
ラ
ピ
リ
テ
ィ
ー
が
完
全
に
弾
力
性
を
失

う
ほ
ど
厳
重
に
統
制
さ
れ
る
も
の
で
た
い
限
り
、
借
手
の
事
情
を
全
然
無
視
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

公
定
歩
合
の
引
上
げ
が
借
手
と
貸
手
の
双
方
に
、
何
b
か
の
不
安
と
利
子
率
が
将
来
低
下
す
る
と
い
う
期
待
を
与
え
る
た
め
に
、
借

手
は
借
入
計
画
を
全
く
放
棄
す
る
か
繰
延
べ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
貸
手
は
貸
付
条
件
を
引
締
め
る
こ
と
と
な
っ
て
、
モ
の
結
果
、
信

用
制
限
が
可
能
に
在
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
借
手
並
び
に
貸
手
に
与
え
ら
れ
る
不
安
と
期
待
の
二
要

因
は
、
従
来
、
利
子
率
の
変
化
が
投
資
に
与
え
る
影
響
を
強
く
制
約
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
h
た
の
で
あ
る
が
、
今
中
、
そ
れ

b
の
要

因
は
転
じ
て
金
利
政
策
を
有
効
な

b
し
め
る
た
め
の
変
数
に
な
ヲ
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
金
利
政
策
の
有
効
性
を
強
化

寸
る
い
ま
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
金
融
当
局
が
そ
の
欲
す
る
成
果
を
挙
げ
る
た
め
に
必
要
た
限
り
、
ど
と
ま
で
も
推
進
す
る
用
意
を
も

ワ
て
い
る
と
い
う
暗
黙
の
脅
威

(
H
E
R
百円
H
F
H
O
N
H
H
)

ま
た
は
ヒ
ッ
グ
λ

の
い
う
予
備
力
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
の

も
っ
と
も
か
よ
う

な
時
黙
の
脅
威
ま
た
は
予
備
力
が
完
全
一
雇
用
政
策
そ
の
他
の
政
策
の
遂
行
の
た
め
に
甚
だ
し
く
弱
め
ら
れ
る
己
と
は
否
定
し
え
左
い
。

と
こ
ろ
で
、
令
利
政
策
の
有
効
性
を
資
産
価
値
の
変
化
に
関
速
さ
せ
て
強
調
す
る
論
者
は
、
総
じ
て
公
定
歩
合
の
引
上
げ
に
基
づ
く

資
産
価
値
の
下
落
が
投
資
並
び
に
消
費
に
対
し
、
正
に
モ
れ
に
相
応
す
る
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
見

τい
る
が
、
果
し
て
そ
の

よ
う
に
簡
単
に
断
定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
資
産
価
値
の
下
落
の
た
め
に
銀
行
の
貸
出
能
力
は
モ
れ
だ
け
減
少
す
る
こ
と
は

金
融
政
策
の
劫
呆
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融
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認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
利
子
率
の
限
ら
れ
た
範
囲
内
白
上
男
が
常
に
必
ず
投
資
一
般
に
即
応
的
な
抑
制
作
用
を
も
た
ら

す
か
否
か
は
甚
だ
疑
わ
し
い
。
投
資
と
い
っ
て
も
在
沖
投
資
か
設
備
投
資
か
に
よ
っ
℃
そ
D
反
応
全
県
に
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
最
近
増

加
の
傾
向
を
た
と
る
公
的
投
資
が
総
じ
て
利
子
率
に
不
感
応
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
甑
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
短
期
利
率
の
変
動
が
常
に

必
ず
投
資
の
ょ
に
著
し
い
ド
影
響
を
与
え
る
と
は
い
え
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
消
費
に
つ
い
て
も
同
様
な
乙
と
が
当
て
は
ま
る
が
、
特

に
社
会
総
資
本
心
大
部
分
が
比
較
的
少
数
の
人
々
の
手
に
帰
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
激
し
い
消
費
需
要
の
変
動
が
経
済
全

体
に
顕
著
た
影
響
を
与
え
ゐ
と
い
う
工
う
た
こ
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
耐
久
消
費
財
の
ー
航
払
信
用
買
が
或
る
程
度
抑
制
さ
れ

る
こ
ん
は
認
め
ら
一
れ
る
。

金
融
政
策
の
効
果
を
全
面
的
に
荒
川
定
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
に
し
て
も
、
単
に
資
産
価
値
の
変
動
が
投
資
並
び
に
消
費
に
著
し
い

影
響
を
与
え
う
る
も
の
と
推
定
し
て
、
金
利
政
策
の
完
全
な
有
動
性
者
強
調
す
る
こ
と
は
、
事
態
の
推
移
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い

と
い
う
非
難
を
免
れ
得
な
い
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。
資
本
主
議
経
済
の
機
構
が
英
だ
し
く
複
雑
化
し
、
計
図
性
が
多
分
に
道
入
さ
れ
て

凶
る
現
在
に
お
い
て
も
、
な
お
金
融
政
筑
の
完
全
一
な
効
果
を
、
金
利
政
策
や
公
開
市
場
操
作
の
上
う
所
伝
統
的
た
量
的
統
制
の
み
に
求

め
る
と
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
て
、
選
別
融
資
そ
の
他
の
質
的
統
制
を
必
要
に
応
じ
て
附
時
併
則
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
ご
ろ
で
ハ

γ
セ
ソ
(
〉
同
国
自
由
ロ
)
は
資
本
主
義
経
、
併
の
発
展
に
伴
い
、

金
融
政
策
の
与
に
よ
っ
て
所
期
白
効
果
を
挙
げ
る

己
と
は
困
難
と
な
り
、
特
に
抑
制
目
的
を
金
融
政
策
の
み
に
よ
っ
て
達
し
上
う
ー
と
す
る
と
告
は
経
済
全
急
降
下
状
態
K
陥
れ
易
い
の
で
、

財
政
政
策
と
協
同
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

L
か
し
金
融
政
策
と
財
政
政
策
と
は
極
め
で
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い

る
も
の
の
、
丙
者
の
性
絡
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
友
い
。
従
米
、
金
融
政
策
は
伸
縮
性
に
富
み
、
し
か
も
事
情
の
変
化
に
順
応
す
る
速
さ

に
お
い
て
財
政
政
策
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ま

W

・
L
-
A
ミ
兄
陀
従
っ
て
、
す
べ
て
の
政
策
に
関
連
し
て
問



題
と
友
る
げ
遅
れ
H
h
ι

三
つ
に
分
け
る
と
、

(
一
)
政
策
川
一
必
研
究
と
必
要
白
認
識
と
の
間
の
遅
れ

(
2
8四回目立
B

E
四)、

(
二
)
必
要

の
認
一
識
と
政
策
の
実
行
と
の
問
の
遅
れ
(
包
日
呂
田
可
mwHH40E也、

会
一
)
政
策
の
実
行
と
そ
の
効
果
と
の
問
の
遅
れ
(
。
]
u
O
B
E口
比

町
四
)
と
な
る
。
第
一
の
遅
れ
は
二
つ
一
心
政
策
に
は
直
接
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
両
者
の
同
に
差
具
は
な
い
。
第
二
の
遅
れ

は
明
か
に
金
融
政
策
の
方
が
総
じ
て
短
い
。
と
こ
ろ
が
第
三
の
遅
れ
は
多
く
の
場
合

r沿
い
て
財
政
政
策
の
方
が
短
川
つ
と
い
ろ
の
ほ
、

財
政
政
策
は
所
得
の
流
れ
に
直
接
か
つ
強
力
に
作
用
す
る
に
日
比
し
、
金
融
政
策
は
所
得
の
流
れ
に
対
し
て
間
接
に
、
従
つ
で
や
や
遅
れ

て
影
響
を
与
え
う
る
に
過
ぎ
沿
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
金
融
政
策
と
財
政
政
鋭
と
が
多
少
と
も
性
格
を
具
に

L
て
い
る
限

り
、
両
者
を
い
か
に
協
同
寸
し
め
る
か
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
財
政
政
策
、
特
に
租
税
政
策
が
景
気
安
定
目
的
以
外

の
さ
ま
ざ
主
た
目
的
を
顧
み
た
け
れ
ば
な

b
ぬ
と
す
る
占
な
ら
ば
、
金
融
政
策
と
財
政
政
策
と
の
協
同
の
一
問
題
は
さ

b
に
複
雑
さ
を
増
す

も
の
と
加
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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